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要 旨

日立電子計算機システムHITAC8000シリーゝくに掛†jさ=･トーるH▼8238形カード読取り梯,およぴH-8233形

カード読取り機について述べた｡特にHITAC8000ご′ミトズ何として新たに開発されたマー7読取り機構およ

ぴ80/90欄カード読取り棟について概説しノた｡

夫I HITAC800()シリーズf‡いフード読取り機の分析

1.緒 口

よく知られているようi･こ,電子計算機システムには必ず情報し1入

力と出力の手段が要求される｡入力の手段としては万能入出力装

置,紙テープ,カードなどがよく使われているが,小形1⊥【二♂〕電了･

計算機システムではカードが最もよく使用されている｡このカード

王･こせん孔された穴を読み取り,電気信号として処理装置に情報伝送

するカード読取り機は高い信板度と高速性が要求される｡

日立製作所では,HITAC8000シリーズ電子計算機川として比

界でも最も高速の縦よみ毎分1,470枚の読取り速度をもつH【8238

形カード読取り機と,機構部,制御部を一部改造した経済的な柘甘

750枚の読取り速度のH-8233形カード読取り機を合わせて完収L.

た｡これらのカード読取り機は,カードコードからマシンコードに

変換するコード変換回路をはじめすべてのチェック機能を内蔵し､

さらに処理装置との接続は標準接続方式によって行なわれるので

HITAC8200,8300,朗00,8500の各システムにそのまま接続が叶能

である｡

2,カード読月更り墳の付加機能

HITAC8000シリーズ用カード読取り機は表lに示すょうな付加

械能を有する｡これら全機種とも主要部は共通であり,したがって

操作パネルのスイッチ,表示灯配列が異なる点を除いて外観はまっ

たく同じである｡その外観を図1に示す｡

(1)標準形カード読取り機

表1に示すように,80欄カードを読み取る標準形カード読取り

機には低速用と高速用の2機種があり,この両者は連接のノ､烹を除

いてほ機能的にはまったく同じである｡

(2)マーク読取り機構付カード読取り機

H-8233-21形カード読取り枚はせん孔カー一ドJ)ほかカーードに

記入したマークも読み取られ,さらに1枚のカードにせん孔とマ

ークが混在する場合の読取りも可能である｡詐称=こついてほ後述

する｡

(3)80/90欄カード用カード読取り機

H-8233-30形カード読取り機は大多数の計算機に使用されて

いる80欄カードのほかに一部の計算機に使用さこれている90欄カ

ードも読取りできるものである｡このはかに表lに示す全機種に

取り付け可台巨なけた2進読取り付加機構,エンド･オブ･フー/･】フ

ル付加轢構がある｡

3.標準形カード読月更り機

すでに述べたように標準形には,H-8233-10形とH-8238-1(川j
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ハ2機鰍‾ラミある｡この両機種は他の機種の基礎となるものであり,

したが-〕て以下脚明する事項ほ他機種にも共通である｡

3･l本棟の特長

本機J)おもな特良は次のとおりである｡

(1)表1にホすように各機種は外観,原理,構造とも共通な一

､/)♂1フ丁ミ1いごある｡

(2)読取F)機構ほソーラセ′レを含む読取りヘッドとファイバ･

すソテトソクスによる光軸-ご構成されているが,ファイノミ･オブ

､}‾トソクスを摘H】したことによF)ソーラセ′レ上の照度変化がはと

んごなくなり,さらに独山のチェ､ソク方式を内蔵させたことによ

･､て∴を.`し取り†古根度が一段と向上した｡
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図3 同 期 信 号 発 生 論理 閲

(3)新しいピック機構の採用により(1)機械動r一言と同期をとるこ

となしにカードを送ることができるようi･こなったため,実際に処

理装置と連動した場合も急激な速度低下を生じない｡

(4)操作中でもカードの補充が簡単にできる｡

(5) カードをけた方向に読み取る縦読みであって制御装置が簡

単i･こなる｡

(6)縦読み1,470枚/分は現在の国産カード読取り機の最高速

虔である｡

(7)HITAC8000標準インタフェースな有し,HITAC8200以

上の各システムに接続可能である｡

3.2 読取リチェック方式

カード読取り棟では,読取り信板度の高いことが虚も重安である｡

特にカード読取り機,または処理装置で検Jllされない読取りミスは,

使用者に大きな迷惑を与える∴rまで悍無にしなければならない._､こ♂1

ため本機では,第1に読取りを安定化し,第2に‾ガー読取りミスが

あってもカード読取り棟内で発見できるよう配徹されてい三)こ,1､人‾卜

その概要について述べる｡

(1)同期信号の時間的位置修正

カードには穴のあくべき位置が定められているが,一つの欄iこ

穴がない場合もスペース記号が割当てられているため,実際には

まったく穴のあけられていない欄が存在する｡そのため欄数に相

当する80個の同期信号を発生させ,この同朋信号によってデータ

を読み取るようにしている｡この同期信号ほカードの穴位置が読

取りヘッドの中央にきたとき発生すればよいわけであるが実際に

はカードの穴は本来あくべき位置よりも左右,上下にずれてあく

囲4 タ イ ミ ソ グ

ことが一多く(この現象をオフゲージと呼ぶ),極端な場合には読取

りできなくなることがある｡そこで本機では常にカードの穴の中

央に,同期信号が発生するよう,同期信号の時間的位置をカード

のすフゲージに合わせて修正する方法を‡宋用した｡

すなわち,図2で示すようにカード送りローラ軸に固定された

タイミソグ･ディスクからたえずカード欄ピッチあたり16個の

パルスを発生させ,このパルスをカードが読取りヘッドに到達し

た瞬間から4段の2進カウンタに加えるようにしている｡この論

理図を図3に示す｡この2進カウンタが(0110)のセット状態にな

---､たとき同期信号が発生する｡以後同じ状態になるためにはカー
ドがちょうど1欄送られ2進カウンタに16個のパルスが加わるこ

とが必蟄である｡こうすることによって1瀾目の穴中央で1発目

の同期信号が発生するように調整すると以後は,必ず穴の中央で

同期信号が発生するようになる｡しかしカードのオフゲージはカ

ード1枚1杖で異なるためこのような方法ではカード穴中央に同

期信号が発工じするとは限らない｡そこで図3に示したようにデー

タ信号をORゲートによって一つにまとめ,ワンショット･マル

チバイブレータによってデータパ′レスの立上りの所で短いパルス

を作り,この信号で2進カウンタをすべてリセットするようにし

たu こうすることによってデータパルスの立上りから6発目のタ

イミソグパルスによって同期信号が発生することになりカードの

穴に左右位置ずれがあっても必ず穴中央で読み取れることにな

る｡この修正を干上なうことにより読取り信煩度は大幅に向上する｡

図4はこの修正を行な言っなかったときと行なったときの同一朋信

,シテの位置関係を示したものである｡

(2)エコーチェック

カード〝〕穴に対応するデータ信号の立上りと中央の2個所で2

性読取り石ご行ない,その読取り結果が異なるときエコーエラーと

しカーードをリジェクトスタッカiこ収納する｡

(3) タイミソグ･カウント･チェック

読取りは同期信号によって行なわれ,この同期信号はカード1

枚あたり80個発+三するが,タイミソグ･ディスクの光源不良など

により1り上することもあり得るので,同期信号の数をカード1枚

ごとi･こカウントし,80個でないときはそのカードをリジェクトす

るようにしてあるり

ト1) ダークライト･チェック

;きん取i)ヘッドに言削ナられている12個のソーラセルは読取り中

にごみの付着く･こよって読取り不能となることがある｡本機ではこ

のような不良を検J_Hするためにカード1枚ごとにソーラセルの動

作が妃｢i†であるかどうかチェックし,万一動作不良のソーラセル
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凶5 繰作パネルマークリード

図6 マークカードの一例

が発見されたときはそのカードをリジェクトするようにしてあ

る｡

(5)不正コード･チェック

HITAC8000シリーズに使用されるカードコードはいまだ記号

の割り当てられていないものも含めて256種類ある｡せん孔誤り

などにより,このコード以外のコードが読み取られたときはその

カードを不正コードを含むものとしてリジェクトする｡

4.マーク読月支り機構付カード読月支り機

カードは他の入力方法に比べ,媒体の独立性,便利さ,高速性,

信敵性などの点ですぐれた点が多い｡ただカードにせん孔記録する

場合,けん盤カードせん孔機が必要となるため,カードに分散記録

する必要があるとき各所にけん盤カードせん孔棟を設置しなければ

ならぬ不便さがある｡このようなせん孔カードの欠点を補うものが

マークカードである｡これはカードの所定の位置に鉛筆などで短い

縦線を記入するもので,現場で簡単に記録が可能であり,きわめて

便利である｡しかし鉛筆によるマークほ記入のバラツキ(濃度,左

右上下位置ずれ,太さのバラツキなど)や,つけ間違い,カードの

汚れによるノイズ発生などのためせん孔の読取りi･こ比べて信板度が

低くなる可能性があり,マークカードを使用するに当たっては,こ

の点の十分な検討とプログラムによるバックアップを考慮すること

が必要である｡これらの検討によりH-8233【21形カード読取り棟

はきわめて強力な入力装置として使用されている｡

ムlマークカード

マークカードはせん孔カードとまったく同じ80欄カードが使用

されるが,マークはカードの裏面を使用するようになっている｡木椀

の操作パネルを示したのが図5であるが,標準形カード読取り磯に

CR,MR,10の3個のスイッチが追加されている｡この3個のスイ

ッチの組合せにより次のような読取りモードを選ぶことができる｡

図7 せん孔マークカードの一例

図8 マークリードヘッド

(1)せん孔カードの読取り

CRスイッチを押し,この表示灯を点灯させることによりせん

孔カードの読取りが可能となる｡この場合鉛筆マークがあっても

マーク読取りは行なわれない｡

(2)マークカードの読取り

MRノニ1イッチを押し,この表示灯を点灯させることによりマー

クカードの読取りが行なわれる｡マークの読取りはカードの裏面

に印刷されたタイミングマークのある欄だけ行なわれる｡このカ

ードの一例を図占に示す｡タイミソグマークは黒色でその他は読

み取られないように赤色の印刷がなされている｡

(3)せん孔とマークカーードの読取り

せん孔とマークが混在するカードを読み取るためにほ,CRス

イッチとMRスイッチの両方が押されていなければならない｡ま

たカードほ図7に示すように必ずせん孔部がマーク部より先行し

ておりせん孔部の最終偶にはYXOのせん孔が行なわれている必

要がある｡

なお10スイッチはマーク読取りの場合のみ有効でありマーク

部のみYXわの読取りを停止する｡一般にマークは数字の場合が

多いので,このスイッチによりYX行の読取りを停止するととも

に1欄に2マークないことをチェックしてマークの読取り信板度

を向上するようにしてある｡

4.2 マーク読月更リヘッド

マーク読取りヘッドの外観を図8に示す｡読取りヘッドには,13

マーク検出位置がありそのおのおのの検出位置には2個のホトダイ

オードが設けられている｡ホトダイオードのスペクトル感度のピー

クは900m/∠程度であるため,黒色,青色は検知できるが赤色は検

知されない｡そのためすでに述べたように地模様などの印刷を赤で

行なうようにしてある｡ホトダイオードは受光面積が小さいため,カ

ード上にある小さなしみなども読み取ることがあり,これを防止す

るために上下にずらした2個のホトダイオードで一つのマークを読

み取りその結果が一致したときデータを送り出すようにしてある｡
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4.3 読月更リチェック

読取りのデータはコードコンバータに加えられカードコードかLr-

マシンコードに変換され処理装置に送られる｡10スイ､ソ手が押さか

ているときは1欄に2マーク以上あるかどうかが,チェ､ソ･ケされて

いる｡しかして-クのつけ違いとか鉛筆の選択不良など機械的にキ

ュックすることは不可能な面が多く,またいたず仁,にりジェクト率

を高めることになるため,プログラムによるチェい′ク(たとえばて

-クのあるべき欄にマークがあるか否かなど)を行なう必要があるJ

5.80/90欄カード用カード読取り棟

電子計算機に使用されるせん孔カードは,ほとんどが80欄カード

であるが一部には90欄カードが使用されている｡この両方の→ノ}

ドを読み取ることができ,80/90欄カードの変換に使用される♂‾)が

H-8233-30形カード読取り機である｡90瀾カードは80憫カードと

異なり検孔穴をもつためカード強蛙が低くなi)､カード送りの条件

が変わる｡また,欄ピッチが異なることとせん孔コードが異なるな

ど本質的な相違もあり,これらの点を考慮することが必要である｡

これには二つの同期信号発生系統をもつことと,90憫-ウードコード

をマシンコードに変換することが必要とな一1てくるし､

5.1同期信号の発生

本棟では2種類のカードを処理するために図2で示したように,

タイミソグディスクの外側と内側に80憫用と90欄用の日慈をきざ

み,おのおのの目盛を別々のソーラセ′レでたえず検出させ,80欄-ウ

ードを読み取るか,90爛カードを読み取るかでかラン守に入れる信

号を選択するようにしている〔,こうすることによってタイミングデ

ィスクと選択回路を付加するだけでいずれかの同期信号ちご得るこ上

ができる｡なお,80欄カードと90憫カード♂)灘尺はカード読取i)

評 論 第49巻 第9号

機側で行なわれる｡すなわち,操作パネル上の90スイッチを押し表

示灯を山灯させたときほ90欄カードの読取りが行なわれ,もう一度

押し表示灯を消したときは80欄カードの読取りが行なわれる｡

5.2 コ
ード変換

90欄カードのせん孔は45欄であって,カードの1欄あたりの穴

あけ位置12行を上6行,下6行に分割し1欄で2文字を表わすよ

うになっている｡さらにデータ順序は,カード上段45欄の後に下

段45欄が続く形であるため,本棟のように縦送り(Column by

Column)の機械では下段45欄分はいったん記憶し上段の読取りと

伝送が完了しノてから下段の情報を送る必要がある｡しかし本棟では,

80欄叫ナた2進読取り方式で上段下段の情報をそのまま処理装置

にたさ送し,処稗装置に90欄カードコードからHITAC8000用コー

ドに変換するたが)の変換衷を記憶させ,コード変換とデータ順序の

配列変更をプログラムによって処理している｡この方法は,これま

で捷用してきた90欄カードを80欄カードに切りかえる場合,1台

の機械で両方のカードを処理することができるので時間損失も比較

的少なくて済むた〆)きわめて有利である｡

占.結 白

HITAC8000シリーズ用カード読取り棟について概述した｡これ

i､〕は,標準形はもとより,特殊械能つき読取り棲も,すでに多数納

入され,予期した成績を収めている｡日立製作所では,よりいっそ

う悼用しやすい撥械を開発するため努力中である｡需要者各位のご

意見をお願いする次第である｡

参 男 文 献

(1〕松倉,小甘,鶴田:日立評論49,451(昭42-4)

特 許 の 紹 介

特許第481617号(特公昭4ト6773号)

継 電

最近,従来の電磁形リレーに代わってトランジスダりレーが徐々

に実用化の段階にはいってきたが,トランジスタ白体が非常に′j＼さ

い確率ではあるが,劣化してこわれてしまうため,その特性の優秀

性は認められながらも完全な信頼を得て全面的に採用されるまでに

は至っていない｡しかし今後リレーがますます高速度動作を要求さ

れるようになるに応じてトランジスタリレーによらなければこの要

求を満足することほ不可能と考えられるので,信敵性においていく

ぶんの不安を残しているのは残念なことである｡

この発明はこのような事情にかんがみてなされたものであり,信

号判定に対する信索引生のき謹1めて高い継電装置を擢供するもノーであ

二し寸J

閃 1
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装 置

る.｡閉においてA,B,Cは継電装置として要求される特性を備えた

第1段の判定要素である｡AxB,BxC,CxAはそれぞれA,B,

CのFH力のうちどれか二つに出力があるときのみ出力を与える第2

段の判定要素である｡OR回路は第2段の判定要素のいずれかに出

力があるとき出力を与え,これが最終的に継電装置出力として利用

されるものとなる｡すなわち,この発明は同一信号に対して同一の

特性を有するいくつかの継電装置を応動するようにし,それらの応

動状態を第2段の判定要素でチェックするようにしてあるから,装

置の信頼牲はきわめて高いものとなるものである｡ (福島)
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